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が で きた｡

又､ 電子 数 がhalffillingよ り もず れ て い る場 合､ SDY状 態 は い く

つ か の格子 点 でspinnolqent=0とな るよ うな よ り複 雑 な形 を取 り得 る.

この よ うなパ ター ンを- 椴 にvortexlatticestructureと呼 ぶ｡ 今

回 は特 に この よ うなバ ター ンにお いて 自発 的 に起 こるchargedensi

tyyaveに注 目 して､ 系 のenergy,安 定性 につ いて考 察 を進 め た. そ

の結 果､ Aidgapstateお よびnlaingapとい う構 造 によ って､ これ ら

を説 明で きる ことがわ か った｡

4.強磁場中の2次元Charge-density-wave状態

横 山 薫

2次元電子系に垂直 に､ 強磁場をかけると､電子は､charge-

density-yaye状態を形成す ると仮定す る｡ charge-density-Yaye

状態 とは､ 電荷密革が格子状に､ 静的に配列 した状態である｡ こ

の場合､電荷密度 は､ 3角格子を形成す ると考 える｡

このような静的に配列す る電荷密度をつ くるため､ まず､磁場

中の電子が 占める､Landau準位の一番エネルギーの低 い状態を

考 える｡ こ の状態 に適 当な係数をっけて､ 重ね合わせることによ

り､ 3角格子を形成す る電荷密度をつ くるのである｡ この様な､

重ね合わせをす る段階で､orderparaneterが､ 定義 される｡ こ

れは､ 一番 エネルギーの低 い Landau準位 にある波動関数か らつ

くられる電荷密度 p(r)を Fourier変換する段階で定義 され

るので､波数 Q に依存す る｡

この様に定義 された電荷密度 に対す る HadLiltonianには､電

子間の相互作用のみを考 える｡ そ して､ その近似 として､打artree

-Fock近似 をとる｡ この様 な､ 相互作用 Jlaniltonianには order

paratbeterが､ 含まれている｡ また､orderparaTAeterは､ その

定義 より､Haniltonianか らつ くられる行列を対 角化す る時 に得

られ る固有 ベク トルか ら､ 計算 される｡ 従 って､ この間でつ じつ

まの合 うよ うに計算 して､orderparameterを求 める｡

ところで､orderpaf細 eterを計算す る際 に､ これを支配する

波数 Q は今までの計算では､ ある基本的な波数 よりも大 きいも
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のだけしか計算 されなかった｡ 今回の計算では､基本的な波数の

分数倍の波数に対する orderparameterを計算できるように行

列を拡張した｡ しか し､結果としてこの様な波数に対する order

paraneterは､ その債をもたなかった｡

また､今回の計算では､今まで計算 されていない低密度側の計

算を行った. この結果､低密度側では､Ⅱartree-Fock近似をつ

かった計算では､ よい値が得 られないことがわかった｡

5.β-ZnP2の反射スペクトルと励起子ポラリトン

立 木 実

ⅠⅠ-Ⅴ族化合物半等体 β - ZnP2単結晶の､ E//C偏光での反射

スペク トル､ 発光スペク トル､ およびそれらの海度変化を､ 2K～

200Kの範囲で測定 した｡

β- ZnP2は10nOClinic構造で､強い光学異方性を持つ｡反射ス
ペクトルにおいては､ E//C偏光で直接許容型の一重項励起子によ

る､顕著な水素様系列が現れる｡ このうち､ n=2-4の準位によ

る構造は､温度が 2Kか ら80Kまで上昇するに従 って､ themal

broldeningによってつぶれてゆくのは対 し､ n=1の準位による構
造は逆に欽くなってゆく｡ 一方､ 不純物や格子欠陥 に束縛された'励

起子からの発光は温度上昇にともなって減少 してゆ き､温度 100

Kでは●性とんど消滅 してしまう｡

したがってこの実験結果は､ 粗度が上昇 してゆくと'励起子の捕獲

確率が減少することによってダンピングが小さくな りこ その結果反

射の構造が鋭 くなると･いうこと､ すなわち80Ⅹ以下では不純物や

格子欠陥による捕獲が励起子のダンピングに対 して支配的で､ それ

以上ではフォノンによる散乱からの寄与が大きくなることを示 して

いるように見える｡

励起子は光子と結合 して励起子ポラリトンという量子をつくる｡

EopEieldとThohaSの励起子ポラリトンモデルを用いて各温度におけ

る反射スペク トルの解析を行 ってみると､ 結晶表面付近で励起子分

極が0になる宮城 (deadlayer)を考えたとき､温度が上昇すると

ダンピングが増加 しなが ら､ 構造が就 くなるという結果が得られた｡

このことは､ 励起子ポラリ トンのダンピングに対 して女配的なのは
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